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F－9　 食生如 こあ･Tるを全営習。敵有内創 こついて　一食品豪加物色中･いこ一

弧季尺酎小　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○堤 貴美子

目的 食を洒をとヽ)まく現状とレて　食品。貯蔵・加工技術 。進歩,こ伴 ，て/蝕勿は査富

卜 かト 今様ｲ巳してき吐ことが易 アられ石。この現戻・ 中で　児t ・生徒・ 消費港肌膏左

4,めに　食品衛生面での指 導の<Si剰̂ 支左感じっ1 喀ヽ枇, 中摩貳 高等岸杖における 唐゙ 品

黍力Q 均・ の指導に関するカリキェラムS.作成し 軋践しし ぢ15]は　已常，家庭におい て

購入率・ 高いと恩われる ’哀 刃物。Iこ関して　小営校・ヽ 尿庭科 におい て斐践し隠ので報告
する。

方浪　ヽ｣司 校 ，吸庭科 ，中学校，技術･ 敷庭，高等学校。家政一般の敢科f 及改丈部省

の増習指 導零領 乞今制 丁　食品添加物・指峯 こ関するカリキュラA  & 作成 レ まず最初 に

小禅校|こおいて曳践 に 炳児'k.行っre。題械は' 苓B  の食峯｡ ，営習・ 効 栗は　泰鵬ラス

ト. 後テスト　及ぶ`定着テス いこか) 観 に。

結 果　・ﾉﾀ 回。小学校 第六栄辱樗象心授 業＼iあヽ い７　日弗の食争の変見 よ') / J　壱しろ

リ; やつ･ に関する食 宙恣 へ・ 彰響が`跨ら札Tこ･
・小４校卜

日 梯食に閣 寸ろ赤加物の俘習左. 高等々を こおいては　 消費恚とレての 添加蜘 こ対す

＆ 助習を行うこと｡が望ましいと悪，rz。
引

F－10  縫原 一調理Ufa け６技術能力･7）形成に関与する要S  （ 第一報 ）

お基 の米女 子大附属高　　　　　　　　　　 武藤八 息子

目的　家庭科放 背の場 におヽける縫輩｡及 び調理技術 について、その形式 にかかお る要 因を

調 べI  reめ、巧 みな生徒と巧みでない生徒 の縫製・調理 に対 する好 み、意欲、幼児経験 、

小・中学校の征験、性格特性及び攻師 の評価観点での竃 いを調査した。まrここの砧果 を右
い こ縫製 と調理 の技術評価における虚 いを検討 した、

才識　家政科課程り都 立高枕五夜のz 年４ び３年生（ 約8oo 人 ）の中おらふ教各学年毎

に縫鰍ぷ ひ調 理技術 に巧 みな生死、巧 みで７ い生徒了名孚つ送出し(  各群お 名）庖 当教師

による評価と、生吸卜､対してアンヶ一卜鯛査及ぴ了（T性柊検査( 高校生用) を実施し. 検
討しn 。

結果　 姓製に巧 みな生従は巧 みでない生吸 に政：ベて、好ト 、ぢ みの灸穴の時期、/D 才以

前 のししゅう･ 編 みもの等の柾験。幼少期 から器用^･hi い わヽれていrこ。小中学枝将の

図工の評価など`に有考差がβ）り. r  （?催格検査 では/へ型（平均型)  ヵ侈 い。巧 みでい 生ヽ

徒はR  （ のんきさ) S  （ 社命的ﾀﾄ 向 ）なと■の因子レベ|レが大 きく、特 に嬬 いで巧 みでない

生死は情緒的不妥定 因子が高い。調理に巧 みな生徒は巧みてヽ ･ない生徒にPt：ベて/O 才以前の

台所の手伝い、体貫の姶 みなど■(;. 性格で「3 D 型{ 安定積極型 ）に有息差があ つrこ。性格

特性は石にやヽ高 い他ij 昂まり差が認められない。教師にi      る評価 の観点は饉製ではSE雁

さ、まじ めな態度、ていねいさについて多くあび'; . ii)埋T-13 T いねい配 艶年,    まじめ
な態度についてvり｡ ヽつr;。評価の観、乞の£ いそ に先行 経験、性命特性 の相関を叱べi  と

、 その関連性があるものとないも(7) が認 められF'-。




